
千円目標（予測） ― 0 23,600 576

実績 ―

指標種類 アウトプット指標

指標の説明 用地活用による財源確保額

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できている。

事業概要
学校園用地の借地手続き及び使用許可など施設・用地管理を行うとともに、学校園用地・関連用地と庁内管理部署と
の整理を行いつつ、未利用地については、払い下げや駐車場等の有効活用を図る。

２．指標推移

事業期間 不明 ～

根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条7号

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060004 学校園施設等管理運営事業



事務事業の実績

・学校敷地・通学路などの借地については、借地契約を継続・更新し、借地代が発生する物件の支払いを行った。ま
た、無償借地として、各行政等に目的外使用許可申請を行い、許可を得た。
・各学校園敷地内を占用している物件について、目的外使用許可申請の収受を行い、許可手続きを行った。
・招提小学校について、空き教室の有効活用に向けて敷地の測量業務を行った。
・学校園関連用地の有効活用については、田口山小学校通学路関連用地、山田小学校関連用地について庁内の利
用希望の確認を行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

各事務は現状のまま継続とし、学校園関連用地の有効活用については、検討の結果として処分の方向性が定まれ
ば、売却手続きを進める。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

― 　

その他 0 0 0

一般財源 20,866 13,948 25,951

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 5,721 4,407 15,128

■事務事業の総計（千円） 20,866 13,948 25,951

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 184 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 184 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 15,145 9,541 10,823

正職員人件費（換算額） 14,961 9,541 10,823

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.10 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.10 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

1.20 1.35

正職員数 1.90 1.20 1.35

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 2.00



件目標（予測） 1,000 1,000 1,000 1,000

実績 800

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 学校園及び市有施設における苦情件数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校園施設において、快適な学習環境が確保・改善できるよう、適切な環境整備が執行出来ている状態。

事業概要
学校園および市有施設担当課からの業務応援等依頼に基づき、市有施設の建物の補修やペンキ塗り替え、敷地内の
樹木の剪定、除草などを実施し、環境整備を図る。

２．指標推移

事業期間 2008（H20）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060009 市有施設環境整備業務



事務事業の実績
学校園及び市有地担当課からの環境整備に係る業務依頼に基づき、直営及び委託により各施設の環境整備を実施
した。なお、目標とした件数は、過去の依頼実績に基づく予測数値であり、実際には対応可能な依頼に対ししてすみ
やかに対処し、全て実施済みである。また、実績件数はここ数年一定数で推移している。

今後の方向性 改善

具体的な
今後の取組方策

校務員雇用形態が、会計年度職員と化して人材も変わっています。メンテナンスグループ職員が、調査・修理等で、学
校を訪れた際には、簡易な補修・作業など校務員に指導を行い、迅速に現場で対応できるように再度指導を行う取り
組みを行います。インプットを減少する傾向に目標を立てます。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

80.00% 80％以上100％未満　：　やや高い

その他 0 0 0

一般財源 133,270 127,090 175,449

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 507

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 10,716 11,005 43,675

■事務事業の総計（千円） 133,270 127,090 175,956

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 4,444 0 0

再任用職員人件費（換算額） 4,444 0 0

■人件費総額（千円） 122,554 116,085 132,281

正職員人件費（換算額） 118,110 116,085 132,281

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 1.00 0.00 0.00

再任用職員数 1.00 0.00 0.00

14.60 16.50

正職員数 15.00 14.60 16.50

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 16.00



％目標（予測） - 100以内 100以内 100以内

実績 81.1

指標種類 アウトプット指標

指標の説明
工事請負費に係る当初予算額に対する決算額の割合。
【決算額/当初予算額】

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できている。

事業概要

・「枚方市市有建築物保全計画」（以下保全計画とする）に基づく維持保全及び予防保全工事の実施に係る進行管理
を行う。
・各施設の建築物・設備などの点検業務等を行う。
・敷地外構部分など、保全計画外の改修工事（土木工事）を行う。

２．指標推移

事業期間 不明 ～

根拠法令等 学校園施設環境改善交付金

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060029 学校園施設維持補修事業（施設管理課）



事務事業の実績

市有建築物を適正に維持保全するため、「保全計画」に基づき、財政負担の平準化を図りつつ、計画的に改修・更新
工事を進めている。令和元年度は、当該計画に沿って学校園施設の改修･更新工事を実施し、施設の適正な維持保
全を図った。
また、学校施設整備計画にトイレ整備事業および「保全計画」を一元化した「枚方市学校整備計画」を令和2年3月に
策定した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

令和2年度からは「枚方市学校整備計画」に基づき、学校施設の総合的かつ計画的な整備や保全の推進に向けて取
り組みを進める。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

- 　

その他 0 0 0

一般財源 0 0 2,274,760

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 171,367

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 2,437,308

■事務事業の総計（千円） 0 0 2,446,127

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 0 0 8,819

正職員人件費（換算額） 0 0 8,819

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.00 1.10

正職員数 0.00 0.00 1.10

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



件目標（予測） － 26 66 63

実績 47

指標種類 アウトプット指標

指標の説明 国庫負担（補助）金事業の採択件数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

国庫負担金、交付金制度を最大限活用し、学校園施設整備等が円滑に執行出来ている状態。

事業概要
学校園施設の増改築や大規模改造事業など、国庫補助の対象となる学校園施設整備について、公立学校施設整備
費負担金や学校施設環境改善交付金などの申請手続きを行う。また、円滑な国庫助成金事務を遂行するため、学校
園施設台帳の整備、府・国からの各種調査への対応及び情報収集等を行う。

２．指標推移

事業期間 不明 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060032 学校園施設国庫補助関係事務（施設管理課）



事務事業の実績
学校園施設の長寿命化改良事業や大規模改造事業など、国庫補助の対象となる学校園施設整備について、公立学
校施設整備費負担金及び学校施設環境改善交付金の申請手続きを行った。また、円滑な国庫助成金事務を遂行す
るため、学校園施設台帳の整備、府・国からの各種調査への対応を行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

令和2年3月に策定した「枚方市学校整備計画」に基づき、国庫補助の対象となる学校園施設整備について申請手続
きを行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

― 　

その他 0 0 0

一般財源 0 0 9,482

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 0

■事務事業の総計（千円） 0 0 9,482

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 1,247

非正規職員人件費（計） 0 0 2,267

再任用職員人件費（換算額） 0 0 1,020

■人件費総額（千円） 0 0 9,482

正職員人件費（換算額） 0 0 7,215

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.30

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.50

再任用職員数 0.00 0.00 0.20

0.00 1.40

正職員数 0.00 0.00 0.90

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



校目標（予測） - 1 1 0

実績 1

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 予定されている整備が完了した学校数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

「枚方市学校施設整備計画」に基づき、適切な学校施設の整備が行われている状態。

事業概要
中長期的な視点から財政負担の平準化やコストの縮減を図りつつ、時代のニーズに適した教育環境の質的向上等に
向けた学校施設の計画的な施設整備を図っていく必要があることから、平成27年3月に策定した「枚方市学校施設整
備計画」に基づき、学校施設の整備を行う。

２．指標推移

事業期間 2013（H25）年度 ～

根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条７号

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060035 学校施設整備事業（施設管理課）



事務事業の実績
学校施設整備計画にトイレ整備事業および市有建築物保全計画を一元化した「枚方市学校整備計画」を令和2年3月
に策定した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

令和2年度からは、枚方市学校整備計画に基づき、学校施設の総合的かつ計画的な整備や保全の推進に向けて取り
組みを進める。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

- 　

その他 0 0 0

一般財源 0 0 1,391,241

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 190,834

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 1,577,418

■事務事業の総計（千円） 0 0 1,582,075

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 831

非正規職員人件費（計） 0 0 1,851

再任用職員人件費（換算額） 0 0 1,020

■人件費総額（千円） 0 0 4,657

正職員人件費（換算額） 0 0 2,806

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.20

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.40

再任用職員数 0.00 0.00 0.20

0.00 0.75

正職員数 0.00 0.00 0.35

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



回目標（予測） - 1 - -

実績 1

指標種類 アウトプット指標

指標の説明 学校施設における空調設備の維持管理台数に対しての整備回数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に施設を利用することができている。

事業概要
校庭等の芝生整備等の校内緑化等の事業者が行う維持管理・運営業務について、適正かつ確実なサービスの提供
がなされているかどうかのモニタリング（監視）を実施する。

２．指標推移

事業期間 2008(H20)年度 ～ 2020（R2)年度

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060037 学習環境整備ＰＦＩ事業（施設管理課）



事務事業の実績
校庭等の芝生整備等の校内緑化等の事業者が行う維持管理・運営業務について、適正かつ確実なサービスの提供
がなされているかどうかのモニタリング（監視）を実施した。

今後の方向性 休止・終了

具体的な
今後の取組方策

令和３年度以降の空調設備の維持管理業務について実施手法の検討を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

- 　

その他 0 0 0

一般財源 0 0 2,405

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 0

■事務事業の総計（千円） 0 0 2,405

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 0 0 2,405

正職員人件費（換算額） 0 0 2,405

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.00 0.30

正職員数 0.00 0.00 0.30

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



件目標（予測） － 10 30 31

実績 8

指標種類 アウトプット指標

指標の説明 工事実施件数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校トイレの改修が完了することで、児童生徒の学校教育環境の改善が図られている状態。

事業概要
学校に複数あるﾄｲﾚの内、使用頻度が高く老朽化の著しいﾄｲﾚを基本に乾式化にするとともに洋式トイレに全面改修
し、併せてどなたでも使用できる多目的ﾄｲﾚの整備を行う。

２．指標推移

事業期間 R2年度（2020年度） ～ R5年度(2023年度)

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
61.安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校
規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。

実行計画事業名

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

総合計画体系

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10316060040 小中学校トイレ改修事業（施設管理課）



事務事業の実績
ドライ方式への改造や多目的トイレの整備を行うトイレ改造工事を小学校7校・中学校1校で実施した。
トイレ改修事業と学校施設整備計画および市有建築物保全計画」を一元化した「枚方市学校整備計画」を令和2年3月
に策定した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

令和2年度からは、令和2年3月に策定した「枚方市学校整備計画」に基づき、トイレ整備を進める。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

―

その他 0 0 0

一般財源 0 0 214,943

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 107,539

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 318,364

■事務事業の総計（千円） 0 0 322,482

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 510

再任用職員人件費（換算額） 0 0 510

■人件費総額（千円） 0 0 4,118

正職員人件費（換算額） 0 0 3,608

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.10

再任用職員数 0.00 0.00 0.10

0.00 0.55

正職員数 0.00 0.00 0.45

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



―目標（予測） ― ― ― ―

実績 ―

指標種類 指標設定なし

指標の説明 ―

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

組織体制が整うとともに、組織としての機能を適正かつ効率的に発揮し、正確かつ迅速に事務処理をしており、円滑に
室所管事務を執行している。

事業概要
①議会等に対する説明　②行政評価及び事業計画等に関する事務　③庁内外への照会・回答事務処理
④予算及び決算に関する事務　⑤課職員の給与、休暇、人事、服務に関する事務

２．指標推移

事業期間 2020（R2）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 庶務的事務 区分 庶務的内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向 99：施策体系外

実行計画事業名

施策目標 99：施策体系外

総合計画体系

基本目標 9：施策体系外

測定年度 2019（R1）年度 19500170 総合教育部まなび舎整備室　施設管理課

事務事業実績測定調書

10999990165 施設管理課運営事務



事務事業の実績 他部局と連絡、調整を行い、円滑な事務執行を行うことができた。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

他部局と連絡、調整を図りながら、正確かつ迅速に事務処理を行い、円滑な事務執行を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

―

その他 0 0 0

一般財源 0 0 19,778

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 1,646

■事務事業の総計（千円） 0 0 19,778

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 1,049

任期付職員人件費（換算額） 0 0 831

非正規職員人件費（計） 0 0 2,900

再任用職員人件費（換算額） 0 0 1,020

■人件費総額（千円） 0 0 18,132

正職員人件費（換算額） 0 0 15,232

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.55

任期付職員数 0.00 0.00 0.20

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.95

再任用職員数 0.00 0.00 0.20

0.00 2.85

正職員数 0.00 0.00 1.90

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00


